
使用の仕方

1 カルタ
１グループ4～5人
① 机は4つくっつけて使用します。5人の場合は5人目の生徒は椅子のみがよいです。
② 大文字だけまたは小文字だけのカードを配布して文字面を表にして机の上に並べます。
③ ゲームの流れ

読む： 先生が手持ちのアルファベットカードをシャッフルして1枚ずつ読み上げます。
取る：生徒は読まれたアルファベットのカードを見つけ、誰よりも早く手で押さえます。
競う： 最終的に、一番多くの札を取った生徒が勝ちです。

2 ババ抜き

１グループ4～5人
① 机は4つくっつけて使用します。5人の場合は5人目の生徒は椅子のみがよいです。
② 大小文字のカードとジョーカーを１枚配布します。
③ ゲームの流れ

配る： 全員にカードをすべて配りきります（枚数に差があっても問題ありません）。
捨てる： 手札の中で同じ大小文字のペアがあれば、場に捨てます。
引く： 順番を決め、隣の人の手札からカードを1枚見えないように引きます。

繰り返す： これを時計回りに繰り返し、手札がなくなった人から抜けていきます（あがり）。

3 スピード

準備
ペアで行います。少人数のクラスならやりやすいです。
① 赤と青のカード、大小文字のカードを使用します。ジョーカーは使用しません。
② １人に青カードのセット、もう一人に赤カードセットを配布します。一人52枚
③

④ お互いの間に、山札から1枚ずつ裏向きでカードを出します（これが「台札」になります）。
ゲームの流れ
① スタート： 「せーの！」の合図で、2枚の台札を同時に表に向けます。
②

③ 補充： 手札を場に出したら、自分の山札からすぐに補充して、常に手元に4枚ある状態にします。
④ 仕切り直し： お互いに出せるカードがなくなった場合は、再び「せーの」で山札から新しい台札を1

枚ずつ出して再開します。

手札から大小文字のペアを捨てていき、一番早く手札をなくした人が勝ち。最後までジョーカーを持っ
ていた人が負け。

揃える： 引いたカードが自分の手札にあるカードと同じアルファベットなら、そのペアを捨てます。
揃わなければそのまま手札に加えます。

自分の手札と場札を、相手よりも早くすべてなくした方が勝ちです。順番を待つ必要はなく、「早い者
勝ち」でどんどんカードを出していきます。

それぞれシャッフルしてから自分の前に、手札4枚を並べます。残りのカードは「山札」として手元
に置いておきます。

出す： 台札のアルファベットと「1つ前」または「1つ後ろ」のカードを、自分の手札から出せます。
（例：台札が「c」なら、「b」か「d」が出せます。zとaはつながっているため、zの上にa、aの上にzを
出すことも可能です。また大小文字は区別しません。cの次にB、Dを出すこともできます。）



印刷の仕方

授業で必要分のセットを印刷してください。
ずっと使用する場合はラミネートするとよいです。ずっと使えます。
余裕があったら、１セット多く作成しておくとなくなった時の予備として役立ちます。
赤と青のカードセットがありますが、２種類あった方が空きが来ないということで色違いになっています。
赤と青のカードがあるので、何かいい利用の仕方があったら教えてください。

1 必要なもの
① プリンター
② ラミネーター
② A4の名刺用紙マルチカード　ミシンカット　必要枚数
② ラミネートフィルム名刺サイズ　必要枚数

2 余白を調整してから印刷します。
表面を印刷したら、裏面も印刷するといいです。
※プリンターによってうまく印刷できないかもしれません。
ダメな場合は、ラベル屋さんなどのソフトを使用してください。
すべて一度図にして張り付けるようになるかも・・・

3 印刷された用紙を切り離します。

4 １枚ずつラミネートします。

5 セットごとに輪ゴムなどで止めて置き、ケースに入れておきましょう。




























